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一

少
年
刑
法
の
基
礎

第
一
命
題

少
年
非
行
者
は
西
欧
社
会
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ど
の
時
代
に
お
い

て
も
成
人
犯
罪
者
と
は
異
な
っ
た
扱
い
を
受
け
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

独
自
の
、
成
人
刑
法
と
は
異
な
る
特
別
刑
法
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
よ
う
や
く
一
九
世
紀
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と

１
）

で
す
。
独
自
の
少
年
（
刑
法
）
が
制
定
さ
れ
た
、
そ
し
て
、

今
で
も
制
定
さ
れ
て
い
る
決
定
的
な
理
由
と
し
て
、
次
の
諸
点
を
指
摘

で
き
ま
す
。

刑
法
が
介
入
す
る
こ
と
で
再
社
会
化
の
見
込
み
の
あ
る
犯
罪
者
群
と

い
う
の
が
そ
も
そ
も
い
る
と
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
少
年
で
す
。
少
年

に
は
教
育
を
受
け
入
れ
る
能
力
が
あ
り
ま
す
し
、
教
育
を
必
要
と
も

し
て
い
ま
す
。
少
年
は
成
人
に
比
べ
れ
ば
可
塑
性
と
影
響
を
受
け
や

す
い
と
い
え
る
た
め
に
、
再
犯
防
止
と
い
う
目
的
を
最
も
達
成
し
や

す
い
の
は
少
年
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

個
々
の
犯
罪
者
人
格
の
特
性
に
適
合
し
た
制
裁
を
科
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

少
年
は
、
一
般
に
「
感
受
性
の
強
い
社
会
化

２
）

時
期
」
と
見
ら
れ
る
、

幼
年
期
と
成
人
期
の
間
の
移
行
期
に
い
ま
す
。
様
々
な
支
障
を
避
け

る
た
め
に
は
、
介
入
手
段
の
個
別
化
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

少
年
に
は
、
自
分
の
犯
し
た
法
違
反
の
意
味
及
び
射
程
距
離
、
そ
の

結
果
を
完
全
に
は
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
お
ま

け
に
、
少
年
は
成
人
に
指
導
さ
れ
、
影
響
を
受
け
や
す
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
す
か
ら
、
少
年
を
成
人
と
同
様
に
処
罰
す
る
と
い
う
こ
と
は

正
義
の
観
念
と
矛
盾
し
て
い
る
の
で
す
。
す
で
に
一
九
二
三
年
の
ド

イ
ツ
少
年
法
の
国
会
審
議
の
中
で
次
の
よ
う
な
洞
察
が
見
ら
れ
ま

す
。「
少
年
の
犯
罪
は
、
少
年
に
法
律
が
前
提
と
す
る
洞
察
力
が
備

わ
っ
て
い
た
と
き
で
も
、
成
人
の
犯
罪
よ
り
も
は
る
か
に
軽
く
評
価

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
成
熟
し
た
者
が
犯
す
と
重
い
軽
罪
又
は
重
罪

と
扱
わ
れ
る
こ
と
が
、
未
成
熟
の
者
が
犯
す
と
刑
法
上
の
追
及
を
必

要
と
し
な
い
と
思
わ
れ
軽
微
な
失
策
行
為
と
し
て
扱
わ

３
）

れ
る
」。こ
の

こ
と
に
対
応
し
て
、
ド
イ
ツ
少
年
刑
法
は
、
一
般
刑
法
に
よ
っ
て
刑

罰
を
科
せ
ら
れ
る
年
長
少
年
に
任
意
的
刑
の
減
軽
を
定
め
て
い
ま
す

（
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇
六
条
第
一
項
）。

さ
ら
に
、
こ
こ
数
十
年
間
の
こ
と
で
す
が
、
現
代
社
会
の
少
年
は
ま

す
ま
す
多
く
の
そ
し
て
ま
す
ま
す
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
と

い
う
事
情
が
あ
り
、
こ
れ
も
刑
法
上
の
特
別
の
扱
い
を
要
請
し
て
い

ま
す
。
規
範
の
体
系
が
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
期
待
さ

れ
る
行
為
が
ま
す
ま
す
見
通
し
が
た
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
社
会
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の
現
代
化
、
世
界
的
規
模
化
と
い
っ
た
問
題
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
、

貧
困
の
拡
大
、
失
業
及
び
将
来
の
展
望
喪
失
と
い
っ
た
形
で
の
そ
れ

に
よ
っ
て
、
少
年
が
特
に
危
機
的
な
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
児
期
か
ら
成
人
期
へ
の
移
行
期
間
が
次
第
に
伸
び
て
い
る
の
で

す
。

第
二
命
題

現
行
ド
イ
ツ
少
年
刑
法
は
少
年
の
た
め
の
特
別
刑
法
で
あ
り
、
そ
の

対
象
年
齢
は
犯
行
時
満
一
四
歳
か
ら
満
二
〇
歳
で
す（
図
１
）。
成
人
刑

法
は
、
責
任
の
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
再
犯
予
防
を
目
指
す
責
任
刑
法

で
す
。
す
な
わ
ち
、「
行
為
者
の
責
任
が
刑
の
量
定
の
基
礎
で
あ
る
。
刑

を
科
す
る
こ
と
で
社
会
に
お
け
る
行
為
者
の
将
来
の
生
活
に
与
え
る
と

予
期
さ
れ
う
る
効
果
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
刑
法
第
四
六

条
第
一
項
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
年
刑
法
は
行
為
者
刑
法
で
す
。
行
為

者
刑
法
の
目
的
は
行
為
に
対
す
る
応
報
と
か
責
任
相
殺
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
す
な
わ
ち
、
少
年
裁
判
所
法
の
目
的
は
む
し
ろ
、
犯
罪
を
犯
し
た

少
年
を
励
ま
し
て
犯
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
生
活
を
さ
せ
、
必
要
と
あ

れ
ば
そ
の
能
力
を
与
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す（
再
犯
の
防
止
）。
二
〇

〇
七
年
一
二
月
一
三
日
の
「
第
二
次
少
年
裁
所
法
及
び
そ
の
他
の
法
律

改

４
）

正
法
」は
こ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
ま
す
、「
少
年
刑
法

の
適
用
目
的
は
特
に
少
年
又
は
年
長
少
年
の
再
犯
を
防
ぐ
こ
と
に

５
）

あ
る
」。こ
の
目
的
設
定
は
諸
州
の
新
し
い
少
年
行
刑
法
の
目
的
規
定
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

６
）

ま
す
。

一
九
二
三
年
の
少
年
裁
判
所
法
は
少
年
｜

一
四
歳
か
ら
一
八
歳
未

満
｜

だ
け
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
。
一
九
五
三
年
の
少
年
裁
判
所

法
か
ら
は
、
年
長
少
年
に
も
少
年
刑
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。現
在
で
は
、有
罪
判
決
の
下
さ
れ
た
す
べ
て
の
年
長
少
年
の
六
〇
％

以
上
の
者
に
少
年
刑
法
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。
但
し
、
少
年

刑
法
に
組
み
入
れ
る
率
は
地
域
に
よ
り
、
罪
種
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ

り

７
）

ま
す
。
重
い
犯
罪
の
場
合
、
む
し
ろ
、
制
裁
の
柔
軟
性
が
か
な
り
大

き
い
た
め
で
あ
れ
、
又
、
一
般
刑
法
の
法
定
刑
の
下
限
を
下
回
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
で
あ
れ
、
少
年
刑
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
典
型
的
な
客

観
的
基
準
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
犯
罪
、
例
え
ば
、
人
身
事
故
を
生
じ

さ
せ
な
か
っ
た
道
路
交
通
に
お
け
る
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
に
あ
っ

て
は
、
｜

圧
倒
的
な
訴
訟
経
済
的
理
由

８
）

か
ら
｜

む
し
ろ
、
一
般
刑
法

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
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二

ド
イ
ツ
少
年
刑
法
の
制
裁
体
系

第
三
命
題

再
犯
防
止
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
少
年
裁
判
所
法
は

様
々
な
制
裁
・
反
作
用
手
段
を
用
意
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

正
式
の
手
続
の
外
で
教
育
措
置
を
と
る
こ
と
だ
け
で
、
も
う
適
切
な

反
作
用
と
し
て
は
十
分
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
（
デ
イ
ヴ
ェ
ル

ジ
オ
ー
ン
）。
立
法
者
は
、
刑
罰
制
裁
及
び
刑
事
手
続
が
場
合
に
よ
っ
て

は
教
育
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
立

し
て
い
ま
す
。「
最
近
の
犯
罪
学
研
究
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
少
年
期
の

犯
罪
は
た
い
て
い
の
場
合
教
育
上
の
欠
損
を
徴
表
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
成
長
に
伴
う
逸
脱
現
象
で
あ
り
、
成
人
期
に
入

る
と
と
も
に
下
火
に
な
り
、
繰
り
返
え
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
年
に
正
式
の
有
罪
判
決
を
下
す
の
は
、

一
九
五
三
年
の
立
法
者
が
当
時
必
要
と
考
え
て
い
た
の
よ
り
も
ず
っ
と

少
な
い
場
合
に
だ
け
必
要
と

９
）

な
る
」。

教
育
措
置

教
育
措
置
（
図
４
）
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
が
「
故
に
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、「
犯
罪
を
契
機
と
し
て
」命
令
さ
れ
う
べ
き
措
置
で
あ
っ
て
、

そ
の
目
的
は
行
為
を
処
罰
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
で
は
な
く
、
専
ら
行

為
者
を
教
育
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
教
育
措
置
と
し
て
、
少
年
裁
判
所

法
は
指
図
（
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇
条
）
と
教
育
支
援
（
少
年
裁
判
所

法
第
一
二
条
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

指
図
と
は
、「
少
年
に
規
律
あ
る
生
活
態
度
を
も
た
せ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
少
年
の
教
育
を
促
進
し
、
確
実
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
命
令

及
び
禁
止
」
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
少
年
の
居
住
地
に
関
係
す
る

指
図
、
更
に
は
、
特
定
の
人
の
世
話
と
監
督
に
服
す
る
指
図
、
社
会

訓
練
講
習
に
参
加
す
る
指
図
、
犯
罪
者
｜

被
害
者
｜

和
解
に
参

加
す
る
指
図
が
あ
り
ま
す
。
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
治
療

教
育
処
遇
や
禁
絶
治
療
に
服
す
る
指
図
で
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
一

〇
条
第
二
項
）。

教
育
支
援
に
は
、
教
育
補
佐
や
施
設
教
育
な
い
し
そ
の
他
の
面
倒
を

見
る
住
居
形
態
で
の
教
育
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
（
幼
児
及
び

少
年
支
援
法
第
三
〇
条
、
第
三
四
条
と
結
び
つ
い
た
少
年
裁
判
所
法

第
一
二
条
）。

懲
戒
手
段

処
罰
性
格
を
も
つ
反
作
用
と
し
て
、
少
年
裁
判
所
法
は
懲
戒
手
段
、

つ
ま
り
、
戒
告
、
負
担
及
び
少
年
拘
禁
を
定
め
て
い
ま
す
（
図
５
）。
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戒
告
と
は
行
為
の
不
法
を
正
式
に
非
難
す
る
こ
と
で
す
（
少
年
裁
判

所
法
第
一
四
条
）。

負
担
は
、
行
為
者
に
行
為
の
不
法
に
対
す
る
責
任
を
行
為
者
自
ら
履

行
す
る
行
い
に
よ
っ
て
明
確
に
と
ら
せ
る
と
い
う
点
で
、
戒
告
の
強

い
形
態
と
い
え
る
ば
か
り
か
、
被
害
者
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
も
役

立
ち
ま
す
。
負
担
と
い
う
の
は
、「
で
き
る
限
り
、
行
為
に
よ
っ
て
惹

起
さ
れ
た
損
害
を
修
復
し
、
自
ら
直
接
被
害
者
に
謝
罪
し
、
労
役
を

行
い
あ
る
い
は
公
共
施
設
の
た
め
に
金
銭
を
支
払
う
」
と
い
う
も
の

で
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
一
五
条
）。

施
設
内
自
由
剥
奪
と
し
て
の
少
年
拘
禁
に
は
「
お
灸
」
の
役
割
が
あ

り
ま
す
。
少
年
拘
禁
は
、
自
由
時
間
拘
禁
、
短
期
拘
禁（
最
長
四
日
）

及
び
長
期
拘
禁
（
最
短
一
週
間
、
最
長
四
週
間
）
の
形
を
と
り
ま
す

（
少
年
裁
判
所
法
第
一
六
条
）。

少
年
刑

少
年
刑
は
少
年
刑
法
の
唯
一
の
真
正
の
刑
事
罰
で
す
（
図
６
）。「
少

年
刑
務
所
に
お
け
る
自
由
剥
奪
」（
少
年
裁
判
所
法
第
一
七
条
第
一
項
）

は
、
一
方
で
、「
行
為
に
現
れ
た
少
年
の
有
害
な
傾
向
の
た
め
に
、
教
育

措
置
や
懲
戒
手
段
で
は
教
育
を
す
る
の
に
十
分
と
は
い
え
な
い
場
合
」、

他
方
で
、「
責
任
の
重
さ
の
た
め
に
刑
罰
が
必
要
で
あ
る
場
合
」に
科
せ

ら
れ
う
る
の
で
す（
少
年
裁
判
所
法
第
一
七
条
第
二
項
）。
刑
事
罰
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
科
刑
（
少
年
裁
判
所
法
第
一
八
条
第
二

項
）
と
執
行
（
少
年
裁
判
所
法
第
二
一
条
）
に
あ
た
っ
て
、
教
育
思
想

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

10
）

ま
す
。

少
年
刑
の
期
間
は
最
短
六
月
、（
少
年
の
場
合
）最
長
五
年
で
す
。
し

か
し
、
一
般
刑
法
に
よ
る
と
、
法
定
刑
の
上
限
が
一
〇
年
以
上
で
あ
る

と
き
、
最
長
は
一
〇
年
と
な
り
ま
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
一
八
条
第
一

項
）。
年
長
少
年
の
場
合
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
最
長
は
一
〇
年
と
な

り
ま
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇
五
条
第
三
項
）。

少
年
裁
判
所
法
は
若
干
の
保
護
観
察
刑
も
定
め
て
い
ま
す
（
図
６
）。

す
な
わ
ち
、少
年
刑
の
科
刑
の
猶
予（
少
年
裁
判
所
法
第
二
七
条
以
下
）、

少
年
刑
の
満
期
執
行
を
保
護
観
察
に
付
す
る
た
め
の
猶
予
（
少
年
裁
判

所
法
第
二
一
条
以
下
）
並
び
に
保
護
観
察
の
た
め
の
残
刑
猶
予
（
少
年

裁
判
所
法
第
八
八
条
）
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
官
の
法
形
成
に
基
づ
く
の

が
い
わ
ゆ
る
予
備
的
保
護
観
察
で
す
。法
律
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

裁
判
官
の
定
め
る
最
長
三
年
（
少
年
裁
判
所
法
第
二
二
条
）
な
い
し
二

年
の
（
少
年
裁
判
所
法
第
二
八
条
）
保
護
観
察
の
期
間
中
、
保
護
観
察

官
の
監
督
と
指
導
に
服
す
る
こ
と
（
少
年
裁
判
所
法
第
二
四
条
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
指
図
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
負
担

を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
二
三
条
）。
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少
年
刑
の
科
刑
猶
予
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、「
調
査
を
尽

く
し
た
後
で
も
、
少
年
の
犯
罪
行
為
の
中
に
、
少
年
刑
が
必
要
と
な

る
ほ
ど
の
有
害
な
傾
向
が
現
れ
て
い
る
の
か
否
か
に
関
す
る
確
実
な

判
断
が
で
き
な
い
」
場
合
で
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
二
七
条
）。
す
な

わ
ち
、
裁
判
官
は
、
少
年
の
罪
責
を
認
定
し
ま
す
が
、
し
か
し
、
少

年
刑
を
科
す
る
裁
判
を
裁
判
官
が
定
め
る
期
間
保
護
観
察
の
た
め
に

猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
年
を
超
え
な
い
少
年
刑
の
執
行
は
、
社
会
予
後
が
良
好
な
場
合

（「
少
年
が
有
罪
判
決
を
戒
告
と
し
て
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
行

刑
の
働
き
か
け
が
無
く
と
も
保
護
観
察
中
の
教
育
的
働
き
か
け
の
下

に
将
来
き
ち
ん
と
し
た
生
活
転
換
を
送
れ
る
と
予
期
で
き
る
場
合
」）

保
護
観
察
の
た
め
に
猶
予
さ
れ
う
る
の
で
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
二

一
条
）。

さ
ら
に
、
少
年
刑
の
残
刑
の
執
行
を
保
護
観
察
の
た
め
に
猶
予
で
き

ま
す
（
少
年
裁
判
所
法
第
八
八
条
）。

最
後
に
、
裁
判
官
の
法
形
成
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、
少
年
裁
判
所

法
第
五
七
条
の
意
味
で
の
い
わ
ゆ
る
予
備
的
保
護
観
察
が
も
う
一
つ

の
保
護
観
察
制
裁
形
態
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
裁
判
所
は
、

数
ヶ
月
間
、
最
終
的
猶
予
判
断
を
引
き
延
ば
し
、
少
年
を
暫
定
的
に

保
護
観
察
に
服
さ
せ
、
保
護
観
察
の
場
合
に
は
少
年
裁
判
所
法
第
二

一
条
に
よ
っ
て
最
終
的
決
定
を
下
し
ま
す
。

一
方
で
、
刑
罰
、
他
方
で
、
改
善
・
保
安
処
分
と
い
う
い
わ
ゆ
る「
二

軌
道
」
は
少
年
刑
法
に
も
あ
り
ま
す
（
図
７
）。
但
し
、
少
年
刑
法
で
は

職
業
禁
止
と
い
う
処
分
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
様
に
、

保
安
監
置
も
適
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近
、
保
安
監
置

の
形
態
も
少
年
刑
法
に
導
入
さ
れ
ま
し

11
）

た
し
、
少
年
に
対
し
て
も
事
後

的
保
安
監
置
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
（

12
）

図
８
）。

三

ド
イ
ツ
少
年
犯
罪
司
法
の
制
裁
実
務

第
四
命
題

法
事
実
的
考
察
を
し
ま
す
と
、
成
人
刑
法
と
同
じ
く
、
少
年
刑
法
に

は
次
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
（
図
９
及
び
図
10
）。

自
由
刑
の
科
刑
は
ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
ま
す
、
す
な
わ
ち
、
施
設

収
容
制
裁
（
少
年
刑
、
少
年
拘
禁
）
に
代
わ
っ
て
外
来
制
裁
が
増
え

て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
自
由
刑
が
科
せ
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
二
年
以
下
の
自
由

刑
で
あ
り
、
し
か
も
、
ほ
と
ん
ど
が
執
行
さ
れ
ず
、
保
護
観
察
に
付

さ
れ
る
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
、
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す
な
わ
ち
、
検
察
官
あ
る
い
は
裁
判
所
か
ら
見
ま
す
と
、
起
訴
し
た

り
あ
る
い
は
有
罪
判
決
を
下
す
の
に
十
分
な
犯
行
の
嫌
疑
が
あ
っ
て

も
、
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

図
９
が
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
二
年
当
時
、
判
決
で
言
い
渡
さ

れ
た
刑
罰
全
体
の
七
七
％
が
施
設
収
容
刑
で
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に

は
そ
れ
が
わ
ず
か
九
％
弱
と
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
施
設

収
容
刑
を
ど
の
程
度
抑
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

八
八
二
年
当
時
、
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
と
い
う
も
の
が
無
か
っ
た
と

い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
初
め
て
は
っ
き
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
す
か
ら
、

デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
に
付
さ
れ
た
者
や
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
た
者
の

全
体
に
着
目
し
ま
す
と
、
現
在
、
施
設
収
容
制
裁
の
割
合
は
四
％
以
下

と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
に
、
刑
事
手
続
の
二
件
に
一
件
以
上
が
、
刑
訴

法
第
一
五
三
条
、
第
一
五
三
条
ａ
、
第
一
五
三
条
ｂ
、
少
年
裁
判
所
法

第
四
七
条
、
麻
酔
剤
法
第
三
一
条
、
第
三
七
条
ａ
の
起
訴
便
宜
主
義
に

よ
り
、打
ち
切
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
原
因
が
あ
り
ま
す（
図
10
）。

第
五
命
題

少
年
刑
法
の
制
裁
実
務
を
見
ま
す
と
、
成
人
刑
法
と
比
較
し
て
、
と

り
わ
け
、
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
率
が
高
い
こ
と
、
反
作
用
に
幅
広
い

多
様
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
但
し
、
施
設
収
容
制
裁
に
つ
い

て
は
、
成
人
刑
法
に
お
け
る
ほ
ど
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

少
年
刑
法
に
お
け
る
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
率
は
そ
の
間
に
ほ
ぼ
六

八
％
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
11
）。

判
決
で
言
い
渡
さ
れ
た
制
裁
の
中
で
、
特
に
、
外
来
制
裁
（
教
育
措

置
、
外
来
の
懲
戒
手
段
及
び
少
年
刑
の
保
護
観
察
の
た
め
の
猶
予
）

が
次
第
に
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
ま
す（
図
12
）。
す
な
わ
ち
、
一

九
五
五
年
以
降
、
正
式
の
、
つ
ま
り
、
判
決
で
科
せ
ら
れ
た
制
裁
の

中
で
、
施
設
収
容
制
裁
が
、
こ
う
い
っ
た
外
来
の
、
つ
ま
り
、
自
由

剥
奪
を
避
け
る
措
置
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
た
の
で
す
。
一
九
五
五
年

当
時
、
最
も
重
い
措
置
と
し
て
の
外
来
制
裁
を
科
せ
ら
れ
た
割
合
は

五
〇

四
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
七
四

一
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
年
裁
判
所
法
に
よ
り
ま
す
と
、
い
く
つ
か
の
制
裁
を
併
科
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
非
常
に
重
い
制
裁
だ
け
を
見
ま
す
と
、
懲
罰
的
な
、

不
法
洞
察
の
覚
醒
を
目
指
す
制
裁
が
支
配
的
で
す（
図
13
）。
二
〇
〇

六
年
に
は
、少
年
裁
判
所
法
に
よ
っ
て
有
罪
を
宣
告
さ
れ
た
者
の
六

四
％
に
教
育
措
置
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
ま
す
が
、他
の
五
八

一
％
に

外
来
の
懲
戒
手
段
が
、
特
に
、
負
担
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
二

〇
％
弱
に
少
年
拘
禁
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。し
た
が
い
ま
し
て
、
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第
一
次
少
年
裁
判
所
法
改
正
法
は
、
そ
の
目
的
、
と
り
わ
け
、
支
援

し
、
面
倒
を
見
て
そ
し
て
支
援
す
る
制
裁
を
拡
大
す
る
と
い
う
目
的

を
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
に
は
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

一
地
方
裁
判
所
管
区
に
限
定
し
た
地
域
実
態
調
査
研
究
を
見
ま
す

と
、
こ
こ
数
年
、
い
わ
ゆ
る
新
し
い
外
来
措
置
（
世
話
指
図
、
社
会

訓
練
講
習
、
労
働
指
図
）
が
減
少
し
て
い

13
）

ま
す
。

二
〇
〇
六
年
に
少
年
刑
に
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
全
体
と
し
て
約
一

六
％
で
す
。
そ
の
う
ち
、
六
〇

五
％
が
保
護
観
察
の
た
め
に
猶
予
さ

れ
て
い
ま
す
（
図
14
）。

一
般
刑
法
と
少
年
刑
法
に
よ
る
自
由
剥
奪
の
制
裁
を
比
較
し
て
分
か

り
ま
す
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
、
少
年
刑
法
で
は
様
々
な
デ
イ
ヴ
ェ
ル

シ
オ
ー
ン
率
を
考
慮
し
て
も
、
｜

少
年
拘
禁
も
考
慮
に
入
れ
て
｜

一
般
刑
法
に
お
け
る
よ
り
も
多
く
の
自
由
剥
奪
の
制
裁
命
令
さ
れ
て
い

14
）

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
年
長
少
年
の
若
年
成
人
（
二
一
歳
か
ら
二
五
歳

未
満
）
と
の
制
裁
実
務
の
比
較
か

15
）

ら
も
、
バ
ー
デ
ン＝

ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ

ル
ク
州
に
お
い
て
有
罪
判
決
の
下
さ
れ
た
二
一
歳
と
二
二
歳
の
者
の
自

由
剥
奪
の
制
裁
の
割
合
か
ら
も
確
認
さ
れ

16
）

ま
す
。

四

ド
イ
ツ
少
年
刑
法
の
性
能
は
如
何
？

再
犯
・
効
果
研
究
の
結
果

第
六
命
題

一
九
二
三
年
の
少
年
裁
判
所
法
の
立
法
者
は
少
年
刑
法
の
制
裁
体
系

を
作
り
上
げ
る
に
際
し
て
と
り
わ
け
三
つ
の
考
え
か
ら
出
立
し
ま
し

た
。

一

自
由
刑
は
、
特
に
、
短
期
自
由
刑
は
、
益
よ
り
も
害
を
生
じ

さ
せ
る
、
つ
ま
り
、
再
犯
を
防
止
す
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ

促
進
す
る
、

二

刑
事
制
裁
と
刑
事
手
続
は
烙
印
付
け
し
、
犯
罪
を
促
進
す
る

効
果
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
、

三

特
別
予
防
の
理
由
か
ら
行
為
と
反
作
用
の
間
の
関
係
性
が
重

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
有
罪
判
決
に
よ
る
よ
り
も
む
し
ろ
デ
イ

ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
迅
速
な
反
作
用
に
し

よ
っ
て
し
か
維
持
で
き
な
い
。

第
七
命
題

立
法
者
の
当
時
の
考
え
が
実
証
研
究
に
持
ち
こ
た
え
て
い
る
の
か
否

か
に
関
す
る
研
究
が
そ
の
間
に
詳
細
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
三
年
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に
公
刊
さ
れ
た
再
犯
統
計
は
、
一
九
九
四
年
に
外
来
制
裁
を
科
せ
ら
れ

た
か
施
設
収
容
制
裁
か
ら
釈
放
さ
れ
た
者
全
員
に
関
す
る
最
新
の
調
査

結
果
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
九
十
五
万
人
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
次
の
よ
う
な
結
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
15
）。

一

一
般
の
人
々
が
考
え
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
一
度
犯
罪
を

犯
す
と
、
常
に
犯
罪
を
繰
り
返
す
と
い
う
考
え
と
は
異
な
り
、

再
犯
は
例
外
で
あ
り
、
通
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
被
有
罪
判

決
者
の
三
分
の
一
強
し
か
四
年
以
内
に
犯
罪
を
繰
り
返
し
て
い

ま
せ
ん
。

二

再
犯
率
は
、
｜

犯
罪
検
挙
数
と
同
じ
く
｜

年
齢
に
関
連

し
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
ま
す
。
少
年
の
方
が
成
人
よ
り
も
検

挙
率
が
著
し
く
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
予

期
で
き
る
よ
う
に
、
少
年
の
再
犯
率
も
成
人
の
そ
れ
よ
り
も
幾

分
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
を
抜
い
て
み

見
る
と
、
三
三
％
対
三
五
％
、「
再
犯
」の
制
裁
に
デ
イ
ヴ
ェ
ル

ジ
オ
ー
ン
も
含
め
ま
す
と
｜

こ
れ
は
少
年
裁
判
所
法
第
四
五

条
、
第
四
七
条
の
裁
判
に
お
い
て
だ
け
可
能
で
し
て
、
刑
訴
法

第
一
五
三
条
以
下
で
は
不
可
能
で
す
｜

三
三
％
対
四
五
％
と

な
っ
て
い
ま
す
）。

三

再
犯
率
は
制
裁
が
重
く
な
る
に
つ
れ
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
科
せ
ら
れ
る
制
裁
が
重
い
ほ
ど
、
再
犯
率

は
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
っ
と
も
、
再
犯
統
計
の
結
果
は
必
ず
し
も
制
裁
の
因
果
関
係
を
証

明
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
申
し
ま
す
の
も
、
例
え

ば
、
自
由
剥
奪
の
制
裁
で
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
た
者
の
方
が
、
外
来
制

裁
を
科
せ
ら
れ
た
者
よ
り
も
再
犯
に
陥
る
危
険
が
高
い
群
に
属
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
む
し
ろ
、
再
犯
統
計
が
示
し
て
い
ま

す
こ
と
は
、
制
裁
を
科
す
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
制
裁
の
特
別
予

防
効
果
に
関
す
る
言
明
が
、
所
与
の
条
件
下
で
、
適
切
な
の
か
否
か
、

そ
の
程
度
如
何
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
例
え
ば
、
少
年
刑
を
科
す
る

こ
と
で
被
有
罪
判
決
者
の
再
犯
を
防
止
で
き
る
と
い
う
考
え
か
ら
少
年

刑
を
科
す
る
者
は
、
こ
の
考
え
が
四
件
中
三
件
以
上
で
間
違
っ
て
い
る

こ
と
も
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
申
し
ま
す
の
も
、
少
年
刑
の

執
行
さ
れ
た
後
の
実
際
に
確
認
さ
れ
た
再
犯
率
は
七
七

八
％
に
達
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
き
わ
め
て
一
般
的
に
再
犯
統
計
が
示
し
て
い
る
こ

と
は
、
比
較
的
厳
し
い
制
裁
で
、
そ
う
軽
く
は
な
い
犯
罪
に
認
め
ら
れ

る
比
較
的
高
い
再
犯
率
を
相
殺
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
適
切

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
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第
八
命
題

実
証
的
制
裁
・
効
果
研
究
の
任
務
は
、
再
犯
の
蓋
然
性
が
制
裁
の
種

類
や
重
さ
の
影
響
を
受
け
る
の
か
否
か
、
そ
の
程
度
如
何
を
調
査
す
る

こ
と
で
す
。
因
果
関
係
を
実
証
的
に
証
明
す
る
前
提
要
件
は
、
相
互
比

較
群
が
た
だ
一
点
に
お
い
て
の
み
、つ
ま
り
、制
裁
と
い
う
点
で
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
う
ま
く
い
く
場
合
に
だ
け
、
制
裁

の
効
果
（
万
が
一
生
じ
う
る
選
択
効
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
測
定
で

き
る
実
証
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
実
験
的
又
は
擬
似
・

実
験
的
手
法
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
後
者
の
方
法
は
、
と
り
わ
け
、
同

種
の
事
案
に
対
す
る
制
裁
実
務
が
時
間
的
又
は
地
域
的
に
一
様
で
な
い

場
合
に
可
能
と
な
り
ま
す
。
研
究
者
が
初
め
て
一
定
の
、
再
犯
促
進
と

見
ら
れ
る
基
準
に
従
い
比
較
群
を
作
る
調
査
に
は
、
重
要
な
基
準
が
捕

捉
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
異
論
が
常
に
付
き
ま
と
う
の
で
す
。

第
九
命
題

ド
イ
ツ
で
も
っ
と
も
集
中
的
且
つ
良
く
研
究
さ
れ
て
い
る
制
裁
形
態

の
一
つ
に
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
に
、
こ
の
領

域
で
一
連
の
擬
似
・
実
験
的
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
判
決
に

よ
っ
て
科
せ
ら
れ
た
刑
罰
と
比
較
し
た
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
効
果
研

究
の
す
べ
て
の
一
致
し
た
結
論
か
ら
い
え
ま
す
こ
と
は
、
有
罪
判
決
は

特
別
予
防
の
観
点
で
は
手
続
の
打
ち
切
り
よ
り
も
優
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
分
か
っ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
再
犯
率
は
、
打
ち
切
ら

れ
た
か
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
た
か
と
は
ほ
ぼ
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
す（
図
16
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
軽
い
犯
罪
と
中
位
の
重
い
犯
罪
の
領

域
で
は
広
く
制
裁
の
互
換
可
能
性
が
認
め
ら
れ
と
の
再
三
確
認
さ
れ
る

命
題
が
証
明
さ
れ
ま
す（
ス
イ
ス
の
調
査
に
つ
い
て
、
図
17
）。
も
っ
と

多
く
の
刑
罰
そ
し
て
も
っ
と
厳
し
い
刑
罰
と
い
う
も
の
が
再
犯
の
減
少

に
繫
が
ら
な
い
の
で
す
。

第
十
命
題

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
多
く
の
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
と
申

し
ま
す
の
も
、
制
裁
の
選
択
は
、
こ
う
い
っ
た
介
入
が
適
切
で
あ
り
、

必
要
で
あ
り
且
つ
均
衡
が
と
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
常
に
正
当
化
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
侵
襲
度
の
低
い
措
置
の
方
が
強
烈
な
反

作
用
よ
り
も
成
果
の
見
込
み
が
大
き
い
と
い
う
証
明
が
必
要
な
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
侵
襲
の
い
っ
そ
う
強
烈
な
措
置
の
方
が
そ
の
予

防
効
果
の
あ
る
こ
と
の
根
拠
付
け
を
必
要
と
す
る
の
で
す
。

第
十
一
命
題

ド
イ
ツ
の
研
究
結
果
は
一
般
犯
罪
学
の
知
識
水
準
と
ぴ
っ
た
り
一
致
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し
て
い
ま
す
。
特
に
、
近
時
の
ア
メ
リ
カ
合
州
国
の
二
次
分
析
か
ら
分

か
り
ま
す
こ
と
は
、
厳
し
い
刑
罰
、
特
に
自
由
剥
奪
制
裁
に
頼
る
「
犯

罪
に
厳
し
く
当
た
る
（to

u
g
h o
n crim

e

）」
刑
事
政
策
か
ら
は
積
極
的

な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
別
予
防
の
威
嚇
を
目

指
す
様
々
な
企
画
は
、
短
期
の
自
由
剥
奪（
シ
ョ
ッ
ク
・
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
軍
事
教
練
を
伴
う
か
な
り
長
期
の
施
設
収
容

（
ブ
ー
ツ
・
キ
ャ
ン
プ
）に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
監
獄
訪
問
計
画
の
形
態（
ス

ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
ー
ト
）
を
と
る
の
で
あ
れ
、
望
ま
し
い
効
果
を
も

た
ら
し
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
比
較
群
の
再
犯
率
の
方
が
低
い
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
一
連
の
調
査
に
お
い
て

高
か
っ
た
の
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
制
裁
・
効
果
研
究
の
現
状
を

次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

｜

比
較
可
能
な
行
為
・
行
為
者
群
に
お
い
て
｜

、
有
罪
判

決
後
の
再
犯
率
が
手
続
打
ち
切
り
（
デ
イ
ヴ
ェ
ル
ジ
オ
ー
ン
）

後
の
再
犯
率
よ
り
も
低
い
と
の
実
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二

軽
い
及
び
中
位
の
重
い
犯
罪
の
領
域
で
は
、
異
な
っ
た
制
裁

が
遵
法
性
に
異
な
っ
た
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
再
犯
率
に
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
測
定
可
能
な

帰
結
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
互
換
可
能
で
す
。

三

い
っ
そ
う
厳
し
い
制
裁
に
よ
っ
て
測
定
可
能
な
ほ
ど
遵
法
性

を
改
善
で
き
る
と
の
考
え
を
証
明
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
傾
向
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
制
裁
の
後
に
、

比
較
可
能
な
行
為
・
行
為
者
群
の
再
犯
率
が
高
い
と
い
う
傾
向

で
す
。

第
十
二
命
題

し
た
が
い
ま
し
て
、
少
年
刑
法
を
厳
し
く
す
べ
し
と
の
誘
因
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
研
究
水
準
か
ら
い
え
ま
す
こ
と
は
、
疑
い
が
あ
る
と
き
は

よ
り
少
な
く
行
い
、
そ
し
て
よ
り
多
く
は
行
わ
な
い
こ
と
で
す
。
も
っ

と
多
く
、
も
っ
と
厳
し
く
、
そ
し
て
も
っ
と
長
期
の
刑
罰
を
と
い
う
こ

と
を
信
ず
る
刑
事
政
策
は
益
よ
り
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。「
互
換
可
能
性

の
命
題
」
か
ら
引
き
出
せ
ま
す
こ
と
は
、
測
定
可
能
な
予
防
喪
失
を
危

惧
す
る
に
及
ば
ず
し
て
、
強
烈
な
刑
法
上
の
害
悪
付
加
か
ら
撤
退
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
端
的
に
申
し
ま
す
と
、「
犯
罪
学
の
知
見
に
よ
る

と
、
制
裁
を
強
化
す
る
こ
と
か
ら
は
、
特
別
予
防
の
観
点
で
も
一
般
予

防
の
観
点
で
も
少
年
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う

こ
と

17
）

で
す
。
も
っ
と
端
的
に
言
い
ま
す
と
、「
寛
大
な
措
置
で
も
採
算
が

取
れ
る
」
と
い
う
こ
と

18
）

で
す
。

北研44(3-4・ )165 561

特別講演>ドイツ少年刑法



第
十
三
命
題

「
犯
罪
に
厳
し
く
当
た
る
」刑
事
政
策
と
い
う
言
葉
は
、
犯
罪
発
生
率

を
持
続
的
に
減
少
さ
せ
る
と
い
う
間
違
っ
た
期
待
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る

だ
け
で
は
な
く
、
正
し
い
取
り
組
み
方
も
体
系
的
に
で
き
な
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。こ
の
種
の
刑
事
政
策
は
刑
事
政
策
を
刑
法
政
策
に
歪
曲
し
、

そ
う
し
な
が
ら
同
時
に
刑
法
の
予
防
作
用
を
過
大
評
価
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
は
た
く
さ
ん
の
経
済
的
、
社
会
的
、
個
人
的
そ
し
て
状
況
的
要
因

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
刑
法
体
系

の
影
響
の
外
に
あ
る
の
が
普
通
な
の
で
す
。
そ
れ
で
す
か
ら
、
刑
事
政

策
の
路
線
を
変
更
し
、
抑
圧
に
変
わ
っ
て
予
防
を
正
面
に
据
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

特
に
、
少
年
累
犯
者
・
固
執
性
犯
罪
者
、
少
年
暴
力
犯
罪
者
、
逸
脱

行
為
を
す
る
移
民
に
見
ら
れ
る
社
会
的
欠
損
、
欠
陥
状
況
と
い
っ
た
も

の
は
刑
法
の
手
段
で
は
除
去
で
き
ま
せ
ん
。
刑
法
で
は
社
会
的
問
題
を

解
決
で
き
な
い
の
で
す
。
刑
法
は
、
幼
児
・
少
年
援
助
や
社
会
・
統
合

政
策
の
代
替
物
足
り
え
ま
せ
ん
し
、
穴
埋
め
で
あ
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま

せ
ん
。（
少
年
？
）
刑
法
は
最
後
の
手
段
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、

と
り
わ
け
刑
法
の
反
作
用
に
頼
る
か
ぎ
り
、
偉
大
な
刑
法
教
師
で
あ
り

法
哲
学
者
で
も
あ
る
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
辛
ら
つ
な
洞
察
が
重
要

で
す
。「
社
会
政
策
が
犯
罪
者
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
を
、

当
の
犯
罪
者
の
た
め
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
行
う
と
い
う
こ
と
を
、
刑
法

の
任
務
と
す
る
こ
に
は
疑
問
が
あ
る
。
苦
い
意
見
で
あ
る
が
、
手
続
、

行
刑
に
か
か
る
費
用
が
犯
行
の
前
に
支
出
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
犯
罪
を

防
止
す
る
の
に
十
分
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
多
い
こ

19
）

と
か

」。

第
十
四
命
題

こ
こ
数
年
来
、
ド
イ
ツ
政
界
の
各
方
面
か
ら
少
年
刑
法
を
強
化
せ
よ

と
の
要
求
が
見
ら
れ
ま
す
。
連
邦
参
議
院
が
二
〇
〇
六
年
三
月
二
三
日

に
可
決
し
（B

T
D
rs.16 /1027

）、
そ
の
実
施
の
た
め
に
二
〇
〇
八
年

二
月
一
五
日
の
連
邦
参
議
院
の
決
議
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
に
要
請
し
た

（B
R
D
rs.77 /08B

）「
少
年
非
行
撲
滅
改
善
法
案
」
に
は
、
次
の
よ
う

な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
年
刑
法
の
申
し
分
の
な
い
主
刑
と
し
て
の
運
転
禁
止
を
す
べ
て
の

犯
罪
に
可
能
に
す
る
こ
と
。

い
わ
ゆ
る
警
告
発
砲
拘
禁
の
導
入
、
つ
ま
り
、
少
年
刑
を
科
し
た
り
、

そ
の
執
行
を
保
護
観
察
の
た
め
に
猶
予
す
る
と
き
、
少
年
刑
と
並
ん

で
少
年
拘
禁
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

年
長
少
年
の
少
年
刑
の
上
限
を
一
〇
年
か
ら
一
五
年
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。

年
長
少
年
に
一
般
刑
法
を
適
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。
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こ
う
い
っ
た
強
化
要
求
は
大
衆
迎
合
的
で
す
し
、
前
提
と
な
っ
て
い

る
、
な
い
し
、
相
応
の
歪
め
ら
れ
た
犯
罪
現
象
の
説
明
に
よ
っ
て
初
め

て
育
ま
れ
た
民
衆
の
制
裁
欲
求
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
基
礎
に
あ
る
刑
罰
の
一
般
予
防
と
特
別
予
防
効
果
に
関
す
る

仮
定
は
犯
罪
学
の
認
識
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
仮
定
は
学
会
・
実
務
の
諸
専
門
団
体
の
逆
の
要
求
と

ま
っ
た
く
相
反
す
る
も
の
で
す
。
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
は
、
そ
の
二
〇
〇

一
年
第
一
次
定
期
安
全
報

20
）

告
書
に
お
い
て
も
、
そ
の
二
〇
〇
六
年
第
二

次
定
期
安
全
報
告
書
に
お
い
て
も
、
現
行
少
年
刑
法
の
性
能
が
実
証
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
制
裁
を
強
化
す
る
必
要
は
な
い
と
の
立
場
を
維
持
し

て
い
ま
す
。「
現
行
少
年
刑
法
の
性
能
は
実
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

少
年
犯
罪
に
対
す
る
柔
軟
な
手
続
構
成
と
差
異
的
反
作
用
、
制
裁
と

い
っ
た
点
で
十
分
且
つ
適
切
な
対
処
を
可
能
に
し
て
い
る
。
少
年
犯
罪

の
特
徴
は
全
体
と
し
て
み
る
と
引
き
続
き
軽
い
犯
罪
か
ら
中
位
の
重
さ

の
犯
罪
と
い
っ
た
点
に
あ
る
。
少
年
犯
罪
法
を
教
育
思
想
に
よ
っ
て
構

成
す
る
上
で
重
要
な
犯
罪
学
と
実
証
的
知
見
が
変
わ
る
こ
と
な
く
有
効

で

21
）

あ
る
」。
し
た
が
い
ま
し
て
、
連
邦
政
府
は
あ
る
対
応
の
立
法
要
請
に

対
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
、「
提
案
に
か
か
る
規
定
は
、
結
論

的
に
は
、
少
年
非
行
を
効
果
的
に
撲
滅
す
る
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
む

し
ろ
反
生
産
的
で
あ
る
」（
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
印
刷
物

一
六
／
一
〇
二

七
、
一
〇
頁
）。

連
邦
政
府
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
圧
倒
的
多
数
の
専
門
家

22
）

団
体
、

実

23
）

務
界
、

24
）

学
会
と
完
全
に
一
致
し
て
い
ま
す
。
連
邦
政
府
の
こ
の
立
場

は
、
千
人
以
上
も
の
大
学
教
師
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
及
び
少

年
援
助
の
専
門
職
、
及
び
、
警
察
と
少
年
行
刑
か
ら
支
持
さ
れ
た
、
少

年
刑
法
の
強
化
に
反
対
す
る
決
議
に
よ
っ
て
持
続
的
支
持
を
得
て
い

11
）

ま
す
。

注（
８
）

訴
訟
経
済
的
略
式
手
続
は
一
般
刑
法
を
適
用
す
る
場
合
に
の
み
許
さ

れ
る
（
少
年
裁
判
所
法
第
七
九
条
第
一
項
、
第
一
〇
九
条
第
一
項
、
第

二
項
）。

（
10
）

少
年
裁
判
所
法
旧
第
九
一
条
は
次
の
通
り
、

「
⑴

少
年
刑
の
執
行
に
よ
り
、
被
有
罪
者
は
、
将
来
き
ち
ん
と
し
た
且

つ
答
責
意
識
あ
る
生
活
転
換
を
送
れ
る
よ
う
に
教
育
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⑵

秩
序
、
労
働
、
授
業
、
体
操
及
び
自
由
時
間
を
有
意
味
に
使
う
こ

と
が
こ
の
教
育
の
基
礎
で
あ
る
。被
有
罪
者
の
職
業
上
の
業
績
は
促

進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
養
成
場
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
司
牧
の
世
話
は
保
障
さ
れ
る
。

⑶

追
求
さ
れ
る
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
執
行
を
緩
和
し
、

適
切
な
場
合
に
は
広
く
自
由
な
形
態
で
執
行
で
き
る
。
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⑷
公
務
員
は
執
行
の
教
育
任
務
に
適
任
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
よ

う
に
養
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

二
〇
〇
六
年
九
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
連
邦
制
度
改
革
に
よ
り
、
行

刑
の
立
法
管
轄
権
は
州
に
移
譲
さ
れ
た
（G

esetz
 
zu
r
 
Ä
n
d
eru

n
g

 
d
es G

ru
n
d
gesetzes vom

 
2
8
.
0
8
.
2
0
6
,
B
G
B
l I,

S
.
2
0
3
4

）。
第

二
次
改
正
法
に
よ
り
少
年
裁
判
所
法
旧
第
九
一
条
は
廃
止
さ
れ
、
新
し

い
内
容
を
伴
う
標
題
が
つ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
や
制
裁
目
的
が
少

年
裁
判
所
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
か
ら
、
制
裁
目
的
が
矛
盾

す
る
執
行
目
的
に
よ
っ
て
潜
脱
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

（eben
so G

oerd
eler,

A
n
m
.
5
,
S
.
1
4
3

）。

（
11
）

二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
七
日
の
「
性
的
自
己
決
定
に
対
す
る
犯
罪
に

関
す
る
規
定
の
改
正
及
び
そ
の
他
の
規
定
の
改
正
法
」
は
二
〇
〇
四
年

四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇

六
条
第
三
項
、
第
四
項
が
挿
入
さ
れ
、
留
保
付
き
保
安
監
置
が
部
分
的

に
年
長
少
年
に
拡
大
さ
れ
た
。

二
〇
〇
四
年
七
月
二
三
日
の
「
事
後
的
保
安
監
置
導
入
法
」
は
二
〇

〇
四
年
七
月
二
九
日
に
施
行
さ
れ
た
が
（B

G
B
l.
I,
S
.
1
8
3
8

）、
こ
れ

に
よ
り
、
事
後
的
保
安
監
置
が
年
長
少
年
に
も
導
入
さ
れ
た
（
少
年
裁

判
所
法
第
一
〇
六
条
第
五
項
、
第
六
項
）。

二
〇
〇
七
年
四
月
一
三
日
の
「
行
状
監
督
の
改
正
と
事
後
的
保
安
監

置
に
関
す
る
規
定
の
改
正
法
」
に
よ
り
（B

G
B
l.
I,
S
.
5
1
3

）、
事
後

的
保
安
監
置
が
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
旧
事
件
に
も
拡
大
さ
れ

た
（
少
年
裁
判
所
法
第
一
〇
六
条
第
五
項
第
二
文
）。

二
〇
〇
八
年
七
月
八
日
の
「
少
年
刑
法
に
よ
る
有
罪
判
決
に
際
す
る

事
後
的
保
安
監
置
導
入
法
」（B

G
B
l.
I,
S
.
1
2
1
2

）
は
二
〇
〇
八
年
七

月
一
二
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
処
分
が
少
年
に
導

入
さ
れ
た
（
少
年
裁
判
所
法
第
七
条
第
二
項
、
第
三
項
）。

﹇
訳
者
付
記
﹈

ド
イ
ツ
は
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
大
学
法
学
部
教
授
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン

グ
・
ハ
イ
ン
ツ
博
士
（P

rof.
D
r.
W
olfgan

g H
ein
z an d

er U
n
iversitat

 
K
on
stan

z
/G
erm

an
y

）
は
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
八
日
（
土
曜
日
）
午
前

九
時
か
ら
、北
海
学
園
大
学
四
号
館
四
〇
番
教
室
で「
ド
イ
ツ
少
年
刑
法

目

的
、
適
用
、
効
果
」（D

as
 
d
eu
tsch

e
 
Ju
gen

d
strafrech

t
 
Z
iel,

H
an
d
-

h
abu

n
g,
W
irku

n
gen

）
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
本
拙
訳
は
当
日
講
演

草
稿
に
手
を
加
え
た
原
稿
の
翻
訳
で
あ
る
。
注
の
詳
細
、
図
表
及
び
講
演
者

自
身
の
執
筆
に
か
か
る
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
ド
イ
ツ
語
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ハ
イ
ン
ツ
教
授
の
略
歴
を
記
し
て
お
く
。
一
九
四
二
年
に
ポ
ル
ツ
ハ
イ
ム

（
南
ド
イ
ツ
）で
出
生
。
一
九
六
二
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

大
学
法
学
部
で
学
ぶ
。
一
九
七
二
年
に
法
学
博
士
号
取
得
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

大
学
）。
一
九
七
六
年
に
教
授
資
格
取
得
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
）。
一
九
七

六
年
に
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
刑
法
・
犯
罪
学
教
授
。
一
九
七
六
年

か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
大
学
法
学
部
刑
法
教
授
。
一
九
七
八

年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
法
学
部
犯
罪
学
・
少
年
刑

法
・
行
刑
学
・
刑
法
正
教
授
。
一
九
八
一
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
コ
ン
ス

タ
ン
ツ
大
学
法
学
部
刑
法
正
教
授
。
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